
令和 8年 9月 3日 

 

令和 9（2027）年度 

ソルボンヌ大学および東京大学大学院情報理工学系研究科との間の 

博士課程ダブルディグリープログラム 募集要項 

 

ソルボンヌ大学および東京大学大学院情報理工学系研究科との間の博士課程ダブルディグリープログラ

ム（以下 DD）とは、本学及びソルボンヌ大学両方の入試に合格したのち、両大学に正規の博士課程学生

として在籍し、かつ在学中に両大学の指導教員の共同研究指導を受けて、両大学合同の学位論文審査に合

格し、かつ単位取得等の修了要件を満たした場合に、それぞれの大学から学位を授与されるプログラムで

ある。 

なお、本要項で案内する内容は東大ホーム生（DD生として最初に東京大学に入学する学生）を対象と

しているが、ソルボンヌホーム生（DD生として最初にソルボンヌ大学に入学する学生）としてプログラ

ムを開始することも可能である。その際はソルボンヌ大学に必要な手続き等を問い合わせること。 

本募集要項の内容に変更がある場合は以下のウェブページに掲示するので、随時、確認すること。 

 https://www.i.u-tokyo.ac.jp/edu/entra/doubledegree.shtml 

 

教育研究上の目的 

本プログラムは、一つの大学では実現が困難な研究課題に対して、国際的に高い評価を受ける教授陣が

国境を越えて協働し、研究テーマの策定を行うとともに、両大学の教授による共同指導のもとで研究教育

及び論文指導を実施することにより、国際社会で活躍し得る高度な人材を育成することを目的とする。 

 

１．参加資格 

本プログラムへの参加資格は、以下のすべてを満たすものとする。プログラム独自の選抜試験は行わな

いが、参加可否は両大学への入学、両大学指導教員の受入承諾、および所定の DD契約の締結により確定

する。 

（１）2027年 4月に東京大学大学院情報理工学系研究科博士後期課程に入学する者。 

（２）2027年 9月にソルボンヌ大学の博士課程に入学する者。 

（３）両大学の指導教員から、入学後にＤＤ生としての受入れを承諾されている者。 

 

２．博士課程出願及び参加手続き 

 以下の（１）から（３）の手続きを漏れなく行うこと。 

 

（１）東京大学大学院情報理工学系研究科への出願 

 東京大学大学院情報理工学系研究科の選抜方法は、博士後期課程と博士後期課程 [社会人特別選抜] の

夏入試と冬入試による。下記ページを参照の上、期限内に出願し受験すること。また、合格後は速やかに

合格通知書の写しを情報理工学国際センター(istoir.t@gs.mail.u-tokyo.ac.jp)に提出すること。 

  入学・進学案内 | 東京大学 大学院 情報理工学系研究科  

https://www.i.u-tokyo.ac.jp/edu/entra/doubledegree.shtml
mailto:istoir.t@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
https://www.i.u-tokyo.ac.jp/edu/entra/index.shtml


（２）ソルボンヌ大学への出願 

希望するソルボンヌ大学の研究科の出願方法による。研究科によって出願方法が違うので、以下のペー

ジを参照の上、不明点は当該研究科に問い合わせること。また、合格後は速やかに合格通知書の写しを情

報理工学国際センター(istoir.t@gs.mail.u-tokyo.ac.jp)に提出すること。 

・ソルボンヌ大学の出願方法については下記を参照 

  Application and admission | Sorbonne Université| Sorbonne université 

・ソルボンヌ大学の出願カレンダーは下記を参照 

  Registrations-re-registrations for doctorates | Sorbonne University| Sorbonne University 

・ソルボンヌ大学の DDについては下記を参照 

  The co-supervision doctorate | Sorbonne Université| Sorbonne université 

 

（３）DD申請書の提出 

DDへの参加手続きにあたっては、原則、東京大学大学院情報理工学系研究科への出願前に指定の DD

申請書（別紙１）を下記受け取りフォルダーに提出すること。 

https://univtokyo.sharepoint.com/:f:/t/Teams.icist.t/IgCYKg7sn_IWQ6g2WUT__I8wAUR2mIug6gkx

f3uG8gsN8ZU 

いずれの大学についても、出願前に東京大学大学院情報理工学系研究科およびソルボンヌ大学の志望指

導教員に DDを希望する旨を連絡し、「両大学に合格した場合には DD学生として受け入れる」旨の内諾

を、可能な限り出願時までに得ておくと同時に、入学後の学修・研究計画について十分に相談すること。

申請書には両教員の署名が必要であるが、直接の署名が難しい場合は、それに代わるレターやメール等を

もって署名に代えることができる。東京大学大学院情報理工学系研究科の出願時に DD申請書が間に合わ

ない場合は、早めに情報理工学国際センターに相談すること。 

受入を依頼する際に、両大学の必修科目等の修了要件や学位論文審査体制等についても事前に十分に確

認すること。特にソルボンヌ大学では、必修科目が教員の裁量による場合があるので注意が必要である。 

 なお、出願前に提出する DD申請書とは別に、両大学に合格後、本プログラム開始前に DDの詳細を記

した DD契約を両大学と学生個人間で締結する必要がある。DD契約書の作成に際しては、情報理工学国

際センターの指示に従うこと。 

 

３．プログラムの概要 

（１）検定料・入学料・授業料 

東京大学に所定の検定料・入学料・授業料を納入する。ソルボンヌ大学には納入する必要はない。 

 

（２）就学スケジュールおよび指導体制 

実際の就学スケジュールは個々の事情により異なるが、以下に一例を示す(別紙参照）。 

１年目：  2027年 4月 東京大学入学  

       2027年 4月～2028年 3月 東京大学に滞在   

       2027年 9月 ソルボンヌ大学入学 

２年目：  2028年 4月～2029年 3月 ソルボンヌ大学に滞在  

３年目：  2029年 4月～2030年 3月 東京大学に滞在 

       2030年 3月 東京大学・ソルボンヌ大学それぞれの修了日を以て修了  

 

mailto:istoir.t@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
https://www.sorbonne-universite.fr/en/doctorate/application-and-admission
https://www.sorbonne-universite.fr/recherche-1/le-doctorat/demarches-administratives/inscriptions-reinscriptions-en-doctorat
https://www.sorbonne-universite.fr/en/research-and-innovation/doctorate/application-and-admission/co-supervision-doctorate
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 東京大学に４月に入学、ソルボンヌ大学に同年９月に入学した場合、修業年限は東京大学が３年、ソル

ボンヌ大学が２年７カ月となる。また、各大学に少なくとも１年は滞在しなければならない。なお、ソル

ボンヌ大学に滞在する期間中に、東京大学で休学をすることはできない（両大学とも在学扱いとなる）。 

 

両大学に入学後、原則として３年以内に修了する必要があるが、東京大学は１年間に限り在学期間を延

長することが可能である。延長には両大学の研究科長と指導教員の承認が必要である。１年を超えて延長

する場合は、ソルボンヌ大学は退学となり、DDは終了となる（ソルボンヌ大学から学位は授与されな

い）。DD終了後も東京大学には正規学生として在籍可能である。 

また、単位互換は行わない。 

 

 学生が滞在している大学の指導教員が主となり、研究指導及び論文指導を行うが、もう一方の指導教員

も Zoom等で緊密にディスカッションを行い、継続して指導に当たることで、一貫した共同体制での研究

指導・論文指導を行う。 

 

（３）学位論文審査の方法 

学位論文審査（博士論文口頭試問）は、各大学での予備審査での承認後に両大学が合同で実施する。詳

細は個別契約書に記載の通りとする。 

 

４．奨学金 

東京大学からＤＤに対しての資金援助はないが、以下に主な奨学金を挙げるので、必要に応じて申し込

むこと。 

・SPRING GX（SPRING GX | 東京大学） 

・JASSO海外留学支援制度（協定派遣・受入） 

※詳細は情報理工学国際センター (istoir.t@gs.mail.u-tokyo.ac.jp) へ問い合わせること。 

・トビタテ！留学 JAPAN（https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/scholarship-list-kanmin.html） 

・日本学術振興会特別研究員（https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sin.html） 

 

このほか、東京大学本部のページに官民合わせた奨学金情報（https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-

global/ja/scholarship-list.html）がある。 

 

５．問い合わせ先 

東京大学大学院情報理工学系研究科 

情報理工学国際センター istoir.t@gs.mail.u-tokyo.ac.jp 
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別紙 1 

Double-Degree PhD Program APPLICATION FORM 

Sorbonne University – Graduate School of Information Science and Technology, the University of Tokyo 
  

1. Applicant Information  

Full name (LAST, First)   

  

Date of birth (YYYY/MM/DD) 

 

  

Nationality (or Region)   

   

Email address    

  

2. Home Institution 

Please select your Home Institution:  

☐ Sorbonne University                 ☐ The University of Tokyo  
 

Faculty / Graduate School    

  

Department / Program   

 

Supervisor’s name (LAST, First)    

 

Student ID number (if applicable)   

  

3. The Other Institution  

Please select the other Institution:  

☐ Sorbonne University                    ☐ The University of Tokyo  
 

Faculty /Graduate School   

  

Department / Program   

 

Supervisor’s name (LAST, First)    

 

Research plan at the other 

Institution  

  

  

 4. Research Information  

Title of doctoral research project    

  

Research field    

  



5. Proposed Stay Plan under the Double-Degree Program  

  The plan submitted at the time of application is tentative and may be revised later if 

necessary; however, prior approval from the academic supervisors at both universities must 

be obtained for the proposed plan. 

  

Planned period at the Home Institution    

  

Planned period at the other Institution    

  

 6. Preliminary Approval from Supervisors at Both Universities 

  Prior approval from supervisors at both universities must be obtained before application. If a direct 

signature cannot be provided, a letter or e-mail indicating the supervisor’s consent may be submitted 

instead. 

 

  Should this applicant be admitted to the doctoral program at this university, I agree to accept the 

applicant as a doctoral student in my laboratory/research group. 

  

Institution: Sorbonne University 

 

Title/Position    

 

Name (print)  

  

 

Signature  

  

 

Date  

  

 

 

  Should this applicant successfully pass the doctoral entrance examination of this university, I agree 

to accept the applicant as a doctoral student in my laboratory/research group. 

  

Institution: The University of Tokyo 

 

Title/Position    

 

Name (print)  

  

 

Signature  

  

 

Date  

  



別紙２ 

 

以下は参考スケジュール。入試関連日程は変更される場合もあるので必ず最新情報を確認のこと。 

 

 

Year month
ソルボンヌ大学

(AY 9/1-8/31)

東京大学

(AY 4/1-3/31)

4 修士２年目

5 (夏入試) ソルボンヌ指導教員に受入内諾を取る (夏入試) 東大情理指導教員に受入内諾を取る

6 (夏入試) ～6月初め 出願 (DD申請書も提出)

7

8 (夏入試) 8月 入試

9 (夏入試) 9月初旬 結果発表

10 (冬入試) ソルボンヌ指導教員に受入内諾を取る (冬入試) 東大情理指導教員に受入内諾を取る

11 (冬入試) ～11月初め 出願 (DD申請書も提出)

12

1

2 (冬入試) 2月 入試

3 (冬入試) 3月初旬 結果発表

4 4月下旬　出願締切 東大入学　      　　                                 博士１年目

5

6 6月上旬　結果発表 ソルボンヌに合格したらDD契約締結

7

8 ソルボンヌ入学手続

9 ソルボンヌ入学

10

11 フランスの学生ビザ申請準備

12

1

2 渡航前準備（保険、渡航申請等）

3

4 渡航。ソルボンヌで研究続行　滞在１年 博士２年目

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4 帰国。東大で研究続行　　　　博士３年目

5

6

7

8

9

10 10月　論文要旨提出 10月　論文要旨提出

11 11月　中間業績報告、専攻会議

12 12月　審査員決定、論文提出 12月　審査員決定、論文提出

1

2 ２月　専攻教育会議

3 3月　学位授与 ３月　研究科教育会議、学位授与式

ソルボンヌ在籍２年7か月 東大在籍３年

4

5

１月下旬　論文審査

1

2

3

東大ホーム生の参考スケジュール

東大４月入学・３月卒業の場合


